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1975年 北海道札幌市生まれ デザインエンジニア／ソーシャルエンジニア。
専門分野は、デジタルファブリケーション、3D設計／生産／製造システム、
創造性の科学と文化およびその支援。モットーは「技術と社会の両面から研究すること」。

京都大学総合人間学部、同人間環境学研究科にて建築CADを研究し、建築事務所の現場
にも参加した後、東京大学工学系研究科博士課程にて、画像による広域の3Dスキャン
システムを研究開発。最終的には社会基盤工学の分野にて博士(工学)を取得。

2005年に慶應大学環境情報学部(SFC)に専任講師として着任、2008年より同准教授。
2016年より同教授。2010年のみマサチューセッツ工科大学建築学科客員研究員。

文部科学省NISTEPな研究者賞、未踏ソフトウェア天才プログラマー／ スーパー
クリエイター賞をはじめとして、受賞多数。総務省情報通信政策研究所
「ファブ社会の展望に関する検討会」座長、経済産業省「新ものづくり検討会」委員、
「新ものづくりネットワーク構築支援事業」委員、総務省情報通信政策研究所
「ファブ社会の基盤設計に関する検討会」座長等を歴任し、政策提言にも携わっている。

3Dプリンタ/デジタルファブリケーションと社会基盤技術
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「ファブ社会」の基盤設計に関する検討会（総務省 2014→2015、座長：田中浩也)

マルチステイクホルダー型製造業



“Industry4.0（短期?）”と “Digital Fabrication（長期?）”



IoT/ Smart Factory/ Industry4.0       工場のモニタリング＋製造過程のトラッキング

https://www-935.ibm.com/industries/jp/ja/blockchain/what_can_blockchain_do_for_you.html



6

IoT:  3Dプリンティング品モニタリングシステム“Fablogger”





センサ封入用チップマウンターの開発

Noriyuki Aibe (SUSUBOX, Keio University)



RFID(無線）タグ埋め込み3Dプリンティング

共通個体識別子の付与 (Auto-IDラボ)



透明化／信頼性向上／分散主体の積極関与／取引活性化

例えば、自動車メーカーは、製造に使用した部品や製造プロセスをブロックチェーンに記録

することで、販売車の価値について、より確かな情報を提供できる。

また、部品の一部を3Dプリンタ用データとして販売することもできるようになる。

車のオーナーは、車の利用や修理の履歴をブロックチェーンに記録しておけば、中古車市場

で販売する際に、その価値をより正確に伝えることができる。

ブロックチェーンへの記録行為の一部は人手を介さずに行われるため、信用できる価値情報の

共有により、市場での取引活性化や商品価値向上につながる。



モノの世界

データの世界

モノ データ
Sensing
Monitoring

製造業における２つの「デジタルトランスフォーメーション」

代替



デジタルファブリケーション

「モノ」 「データ」



「モノの輸送」が「データの転送」に置き換わる



医療における3Dプリンタ ファッションにおける3Dプリンタ



近藤玄太さんら

竹腰美夏さん

増田恒夫さんら

Mission Arm Japanとのコラボレーション

福祉／看護／介護 (2020東京パラリンピックプロジェクト)



3Dプリンタ

チップマウンター

切削CNC

リフロー

3Dスキャナ

複合型IoTデバイス一体製作装置 “FABRICATOR”





3Dデータ作成＆販売者

ウェブショップ(G-CODE)

ブロックチェーンレコードを
閲覧し、信頼された経路で3Dプリント品が
つくられているかを確認

看護師

3Dプリントアイテム

マイニング貢献者
大学など
プロジェクト協力者

患者

購入 3Dプリント

3Dプリンタ／ブロックチェーンノード

3Dプリント×ブロックチェーンの
マルチステークホルダシナリオ
（看護の場合）

動機：データ販売ではなく、１回プリントごと
に課金したい／かなり柔軟な課金をしたい

動機：信頼できる3Dデータソースから3Dプリント
しているという事実と、対価を正しく送金している
という事実を、自らの信頼向上のために記録したい

動機：信頼できる3Dデータソースから3Dプリント
されているという事実と、対価が正しく送金されて
いるという事実を、ブロックチェーンの記録
で確認したい

動機：計算資源を提供することでプロジェクトに貢献したい

(1) ３Dデータ作成査と3Dプリント者のあいだ

柔軟な課金システムの記述と実行

・1プリント成功したら100円（自動販売機モデル）
・50%までプリントして止まってしまったら50円
・X%までプリントして止まってしまったらX円
・100回以上プリントしたら101回目以上は無料サービス

・すべての3Dプリンタで１回もうまく出力されていなかったら
罰金をデータ作成者側がプリント側に逆に「し払う」など

(2) 3Dプリントする看護師と、3Dプリント品を受け取る患者のあいだ

信頼できる正しいルートでのデータ取得、プリント事実を
記録し、患者と看護師の相互の信頼を担保

(3) マイニング貢献者、プロジェクト協力者

単に「計算資源を提供」することで、このプロジェクトに貢献
できるという参加の仕方を許容する。クラウドファンディング
的な文化の延長上。
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